
（別紙３）

～ 2025年3月7日

（対象者数） 3名 （回答者数） １名

～ 2025年3月7日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者の方や関係機関との連携を深め、子どもの成長を見守

り療育を提供する。

2

これからも、子どもや保護者とのコミュニケーションを大切

にしていく。

3

その個人に応じた対応を保護者と統一して共有していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者交流会の実施（頻度・時間・内容など）を計画する。

2

地域の児童館等との具体的な交流方法を検討する。

3

年間の研修計画を作成し、職員の資質向上を目指す。

○事業所名 　わん・ステップ　米代教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2025年2月21日

○保護者評価有効回答数

2025年2月21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

職員の資質向上のための研修 事業を開始したばかりで、積極的に取り組むことができなかっ

た。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者交流・きょうだい同士の交流 事業を開始したばかりで、積極的に取り組むことができなかっ

た。

地域の交流（こども同士、地域住民） 事業を開始したばかりで、積極的に取り組むことができなかっ

た。

子どもの特性に合わせた療育の提供ができる。 子どもをよく観察しカンファレンスを行い、一人ひとりに何が

必要かを検討し実施している。

アットホームな雰囲気で子どもと保護者がいつでも相談しやす

い。

施設での子どもの様子や頑張りを保護者に報告し、子どもが褒

めてもらえる機会を増やしている。

保護者のご意向にあった支援がされている。 常に情報を共有し、子どもに寄り添った支援を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


